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本
町
は
並
か
主
肱
と
木
、
紫
朴
主
自
然
環
境
問
な
か
で
、
脱

林
資
源
を
背
筑
に
、
そ
の
立
地
条
件
は
恵
ま
れ
て
お
り
.
楠
山
北

部
内
拠
山
都
市
と
し
て
、
発
展
的
製
図
は
十
分
も
っ
て
い
る
.

こ
的
優
位
な
路
呆
剃
門
を
山
皮
に
生
か
し
、
町
民
生
前
向
向
上
、

信
制
的
充
実
を
目
僚
に
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
「
制
芯
工
夫
を

こ
ら
し
、
健
康
で
並
か
な
町
づ
〈
り
L

を
め
ざ
し
て
、
止
の
四
項

目
を
基
本
自
僚
に
、
各
輔
の
施
策
を
制
極
的
に
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。一

、
素
朴
な
自
然
と
安
全
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち

二
、
健
康
で
明
る
い
暮
し
の
充
実
し
定
ま
ち

=
て
教
養
を
定
か
め
人
づ
く
り
と
数
育
文
化
の
ま
ち

四
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
産
業
の
開
発
に
努
め
る
ま
ち

の

今
企
町
は
、
明
治
二
十
六
年
九
月
の

利
別
川
大
洪
水
災
告
に
姑
り
現
在
ま
で

に
お
お
よ
そ
、
五
十

一
、
二
回
町
大
き

主
災
古
を
受
け
て
お
り
ま
す
.
民甘一
u
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
が
も
し
、
今
金
地
地
で
二

O
O
ミ
リ
以
上
町
師
同
誌
が
記
鈍
さ
れ

た
ら
ど
う
む
る
で
し
ょ
う
。
又
、
大
火

が
起
き
た
ら
、
考
え
た
だ
け
で
も
ぞ
っ

と
し
ま
す
.
毎
日
平
和
に
生
活
で
き
る

出
境
づ
く
り
も
士
市
立
引
で
す
が
、
央

際
に
民
告
が
発
生
す
る
よ
、
P
な
状
況
下

に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
少
し
で
も
被
害

を
〈
い
と
的
、
住
民
的
財
産
を
苛
る
た

め
に

「
北
出
道
防
災
会
蛾
」
円
卓
認

を
得
て
、
今
金
町
地
域
防
災
計
画
が
作

成
さ
れ
こ
の
度
、
計
画
A
U
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
.

合
金
町
防
災
会
議

@ 

事帯

成

今
企
町
、
指
定
地
方
行
政
機
凶
北

海
道
、
指
定
公
共
機
関
指
定
地
方
公

共
機
関
、
道
響
町
教
畳
、
柏
山
広
域

的
防
組
合
今
金
主
著
‘
今
金
町
制
防

団
。

@
運

営

今
金
町
防
災
会
線
条
例
、
及
び
防
災

大

綱

伺

福

祉

の

充

実

の

た

め

に

町
民
の
す
べ
て
が
幸
せ
で
、
健
康
な

生
活
が
で
き
る
明
る
い
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
老
人

。
児
童
心
身
障
害
者
な
ど

の
各
組
福
祉
施
設
の
艶
側
、
制
皮
肉
剖

充
を
軍
占
的
に
進
め
る
と
と
も
に
.
保

健
術
生
体
制
の
充
実
を
杭
極
的
に
推
進

す
る
。

(三)

教

育

文

化

の

振

興

の

た

め

に

位
か
な
人
間
性
的
刷
造
と
教
育
、
文
化
水
単
的
向
上
を
め
さ
し
学
校
教
育
施
設

の
粧
品
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
化
活
動
の
育
成
助
長
な
ど
駅
極
的
に
推
進
す
る
a

0
・
・学

筏

輪

組

育

の

充

実

一

:

。

。
:
社
会
叡
育
の
充
実

・

。

。

文

化

の

銀

関

。

個)

産

業

基

盤

を

確

立

す

る

た

め

に

泣
か
な
町
民
的
生
活
を
支
え
る
践
接
的
傾
興
を
は
か
る
た
め
、
脱
林
業
内
生
産
法

盤
的
雌
立
と
そ
の
近
代
化
を
進
め
る
と
と
も
に
削
工
業
の
経
日
基
照
的
強
化
且

び
自
然
観
光
地
円
形
成
を
積
極
的
に
推
進
し
、
さ
ら
に
、
交
通
体
系
的
務
備
を
促
進

す
る
。

。

腹

柿

業

の
掻
興

O

。

商

工

業
の

掻

興

。

0

自

然

観

光

地

の

形

成

一

:

。

。

幹

線

道

路

帯

の

盛

備

促

進

。

。

老

人

福

祉

対

策

の

充

実

。

0

児

童

由

子

山

身

障

害

者

等

福

祉

の

充

実

。

O

保

健

衛

生

体

制

の

強

化

充

実

。

し
い
こ
と
は
企
画
課
企
画
係
へ

以
上
、
概
要
を
記
載
し
ま
し
た
が
詳

会
議
巡
d
u
胤
定
的
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

圃
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
廃
止

当
該
区
地
に
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

場
合
、
防
災
組
織
を
結
集
し
、
強
力
な
応
急
対
策
を
推
進
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
諸
め
る
と
き
町
長
は
災
害
対
策
法
本
法
第
二

十
三
条
町
胤
定
に
基
づ
き
、
止
の
各
p
u
d
町

一
に
ぷ
当
し
町
長
が

必
裂
と
沼
め
る
と
き
は
防
災
会
議
町
在
日
比
を
聞
い
て
民
占
対

策
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

判
し
、
町
長
が
緊
急
に
災
担
対
策
本
部
町
設
ぽ
を
必
裂
と

認
め
る
と
き
は
‘
防
災
会
議
内
担
比
を
省
略
し
、
民
主
対

策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
a

川

設

置

間
大
縦
一
帆
民
主
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
そ
の
対
策
を
要
す
る
と
き
巴

ω
災
害
が
発
生
し
、
そ
の
組
問
問
及
び
範

聞
か
ら
特
に
対
鍛
を
市
ー
す
る
と
き
.

間

以

輩

、
地
主

A
V
木
訟
に
つ
い
て
の
的

報
又
は
、
野
報
を
受
け
、
非
出
配
備
の
必
要
が

あ
る
と
き
.

ω
廃

止

対
策
本
部
長
町
判
断
に
法
づ
き
災
害
の
危

険
が
解
消
し
、
ま
た
は
災
害
発
生
後
に
お
け
る
応
急
措
置
が

完
了
し
た
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
本
部
内
属
止
を
行
う
・

以
上

い
こ
と
は
企
画
課
調
査
係
へ

簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
詳
し

備えあれば

ー-ー-ー.-『ー~ー

報情

施

策

ハ門

生

活

環

境

整

備

の

た

め

に

安
全
で
住
み
よ
い
、
快
適
な
生
活
の
場
を
硲
保
す
る
た
め
、
道

路

住

宅

上

.

下

水

道

公

開

公

告

な

ど

生

前

環

境

施

設

の

格
制
叫
充
を
軍
内
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
災
市
川
U

町
主
い
快
越
な

ま
ち
づ
〈
り
を
印
刷
極
的
に
推
進
す
る
図

O

総
合
的
工
地
利
用
の
躍
進

O

。

生

活

道

路

等

の

整

備

。

。
公
園
、
緑
地
の
聾
備

0

0

自
然
の
保
護
保
全
と
緑
化
の
推
進

O

O

住
宅
の
建
叡

0

0

上

下

水

道

の

盤

備

。

。

交

通

安

全

対

策

の

推

進

。
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白

"
r川

な

行

近

隙

身

他

風

O

町

ム

円

。

そ

O

い

、

な

金
・L

必

.
る

断

す

す

判

品

ま

岨

を

薬

い

YJ
事

医

思

を

物

危

白

山

と

出

で

応

向

か

弱

報

止

い

の

子

水

・
な

城

町

ん

は

地

度

。

品

え

せ

で

、

一
る

料

・

備

ま

と

徴

。

え

食

う

の

り

こ

特

仙

、

よ

引

あ

ぐ

町

・
を

オ

し

日

り

防

風

る

品

ジ

ま

。
変

に

古

す

刑

ラ

き

す

も

限

O

間

常

タ

お

で
A
Y

少

凡

訓

ス

て

〆

も

量

。

〈

O

ジ

L

ズ

廿

を

む

早

ン

に

つ

一

、
書
か
を
・
ラ
、
フ

た

ン

は

見

つ

小

る

ト

ょ

に

の

れ

い

を

す

・

る

と

〈

風

こ

払

報

大

和

燈

せ

ざ

や

古

を

附

伺

屯

出

い
に

ら

つ

草

な

切

を

中

ち

備

き

か

た

能

確

-
報

悌

持

準

と

れ

に

分

正

強

干

(

ぐ

の

う

こ

役

充

O

の
の

心
い

が
に

( 3 J 



遺
跡
発
掘
で
町
の
歴
史
が
・

美
利
河
ダ
ム
丁
一ト
ド
に
閲
辿
し
て
、
ク

ロ

ズ

ア

γ
プ
し
て
き
た
貯
金
保
掘
泣

跡
も
実
地
剖
在
が
終
了
し
、
収
時
点
的

中
間
報
告
も
兼
ね
、
町
民
的
見
学
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
約
四
十
名
目
事
加
者

が
あ
り
、
意
義
が
あ
っ
た
と
感
略
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
の
時
山
で
は
松

山
維
の
隠
し
金
山
で
あ
っ
た
も
の
か
、

ど
っ
か
、
皆
日
比
当
も
つ
か
な
い
と
い

つ
こ
と
で
す
が
、
調
布
只
の
説
明
で
は

佐
波
金
山
町
丈
献
に
何
に
か
記
持
さ
れ

て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
こ
れ

か
ら
調
査
す
る
と
の
事
で
し
た
。

凸
く
か
ら
町
民
的
問
で
言
い
伝
え
句

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
砂
金
は
日
光

東
間
宮
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

本
当
な
の
か
と
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

山
跡
の
脱
政
か
い
り
し
て
か
な
リ
大
人

数
町
民
団
で
作
業
し
た
跡
と
識
が
見
て

も
わ
か
リ
ま
す
。

こ
こ
に
十
円
い
文
献
か
均

一

二

抜
粋

し
て
み
ま
し
た
。

昭
和
十

一
年
に
発

h
さ
れ
た
「
新
保

北
海
道
史
、
あ
i

八巻、

一史
料
二
L

よ
り

主
九
1

。

J
b
t
f
 

こ
の
内
百
は
明
治
六
じ
年
に
へ
ン

リ

・

エ

ス

モ
ン
ロ

ー
氏

(北
海
道

開
拓
他
前
地
質
峨
山
川
品
制
助
、
東
京

文
部
省
地
質
剖
山
教
削
)に
よ
れ
ば
「
此

金
川
ハ
南
蝦
市
内
ノ
岡
山
町
山
片
後
志
閥
、

瀬
棚
太
仰
向
小
村
裕
ノ
川
ヲ
口
先
、
、

円
本
海
ニ
注
入
ス
ル
。
h
u
t-心
別
川
ノ
上

流
ニ
J
O
リ
υ

然
レ
モ
、
肺
振
国
ニ
胤
セ

昭
和
五
十
五
年
の
今
金
町
の
死
亡
快

況
を
み
ま
す
と
、
成
人
病
は
六
八
一

%
と
管
内
的
に
見
て
も
高
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
町
で
は
、
各
地
区
で
の
衛
生

教
育
、
健
康
相
談
喝
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
か
、
一
般
健
康
相
談
を

開
設
し
、
町
民
的
健
康
官
理
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、

H
H

健
康
か
と
は
各
自
が

守
り
、
維
持
し
て
い
〈
も
の
で
す
。

こ
と
に
成
人
怖
の
ほ
と
ん
ど
は
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
で
治
り
ま
す
の
で

H
頃
か
ら
の
健
康
チ
エ
ソ
ク
を
行
い
年

一
回
は
検
診
を
、
つ
け
て
健
康
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

止
の
表
は
最
近
五
年
間
内
成
人
病
死

亡
割
合
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
脳
卒

中
(
脳
出
血
と
脳
血
桧
)
は
、
当
町
で

は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
死
亡
割
合
に
つ
い
て
み
ま
す

と
昭
和

h

三
、
四
年
の
二
年
間
は
低

率
を
し
め
し
て
い
ま
す
が
全
道
的
に

は
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
病
気
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
悪
性
新
生
物
(
ガ
ン
)
で
す
が

現
在
の
段
階
で
は
特
効
薬
が
な
い
の
で

や
は
り
枯
診
に
よ
る
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
肝
心
で
す
。
こ
の
成
人
柄
の
ど

の
訓
合
を
み
ま
し
で
も
全
国
全
道

管
内
よ
り
も
同
車
を
し
め
し
て
い
る
の

が
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
各
家
庭
家
族
ぐ
る
み

で
の
他
成
治
断
的
受
訟
の
判
例
、
日
常

的
健
康
情
理
が
大
切
な
訳
で
す
。

(成
人
宿
を
防
ぐ
た
め
の
日
常
生
活
}

一
、
精
神
的
安
定
を

-
適
当
に
気
分
を
転
換
さ
せ
て
、
気

持
を
落
ち
つ
け
る
心
的
持
ち
方
を
工
夫

す
る
。-

深
呼
吸
は
血
圧
を
干
げ
、
心
を
部

ち
vu
か
せ
ま
す
。
仕
事
的
合
間
を
見
て

と
き
ど
き
四
、

h
回
し
て
み
ま
し
ょ
一7
0

二
、
入
浴
は
ぬ
る
ま
湯
に

-
お
沿
は
凶
皮
位
を
め
や
す
に
。

・
入
浴
時
間
は
五
j
寸
分
位
に
。

-
入
浴
後
は
的
か
に
休
む
よ
う
に
。

三
、
十
分
の
睡
眠
と
休
養
を

・
夜
ふ
か
し
を
さ
け
、
な
る
べ
く
十

一
時
前
に
寝
る
。

-
休
日
は
家
庭
で
の
休
益
を
楽
し
む

0

・
自
分
の
か
句
だ
の
状
態
に
応
じ
て

マ
イ
ペ
ー
ス
で
生
活
を
す
る
。

目
、
お
酒
と
タ
ハ

コ
を
ひ
か
え
る

-
こ
れ
は
い
つ
も
い
わ
れ
る
こ
と

で
す
が
、
以
外
と
守
れ
な
い
も
の
で
す
。

家
庭
的
で
は
、
周
囲
の
人
も
気
を
配
り

出
向
さ
か
な
等
は
正
志
し
た
い
も
の
で

す
。

心
臓
の
惑
い
方
は
タ
バ
コ
は
且
出

し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

五
、
肥
り
す
ぎ
は
危
険

・
中
年
肥
り
は
、

日
出
よ
く
い
わ
れ

る
こ
と
で
す
が
、
健
肢
の
赤
信
号
で
す
。

椋
均
体
草
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す

リ

此

金

問

ニ
亙
ル
ニ
ハ

、

「
ク
ン
ヌ

イ
」
ヨ
リ
噴
火
汚
ノ
山
叫
巾
ヲ
離
レ
、
「
ク

ノ
ヌ
イ
し
河
畔

ニ
沿
ヒ
上
流
ニ
至

レ
パ

山
越
ン
ニ

設
志
別
川
ニ
出
ル
。

一
騎
立

ノ
小
路
ア
り
、
点
海
岸
ヨ
リ
ハ
、
符
い
制

ニ
述
ス
ル
ヲ
得
べ
ど
と
あ
り
ま
す

0

1

こ
れ
よ
り
数
年
前
一
八
七
一

年
(
明
治
凶
年
)
地
質
革
担
山
学
師
、

ウ

ェ
ル
リ
ア
ム
、
ピ
、
ブ
レ
ー
キ
氏
の

報
告
に
よ
り
ま
す
と
、

一
八
六
二
年
(
丈

久
二
年
)
の
訓
作
で
「
ク
ン
ヌ
イ
」
川

口
ヨ
リ

J
流
ニ
モ
発
見
セ
ン
、
脱
出
右

ハ
、
不
充
分
ニ
結
品
ン
タ
ル
透
明
ナ
ル

現
硝
右
の
片
魂
ア
リ
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て

「
ク
ン
ヌ
イ
」
ノ
件
全
ハ
登
芯

別
河
川
胤
ニ
在
リ
テ
函
館
ヨ
リ
大
爪
七

十
I

引
出
タ
リ
、
コ
コ
ニ
発
見
ス
ル
所
ノ

金
ハ
制
判
ニ
シ
テ
、
金
田
ハ
本
流
止
ピ

主
流
ニ
沿
ヒ
延
テ
蚊
英
旦
ニ
瓦
リ

既
ニ
、

三
円
年
前
コ
コ
ニ
金
ヲ
ほ
集
セ

ン
ノ
一川
ア
リ
、
然
レ
モ
、

I
何
人
タ
ル

ヲ
知
リ
昨
ン
。
笛
時
博
上
ブ
レ
ー
キ
巡

見
ノ
閉
ハ
、
之
ヲ
洗
集
ス
ル
ノ
間
周
惣

礼

一

u大
凡
三
弗
ニ
ン
テ
、
掠
出
向
ハ

大
凡
一

U
仁
川
弗
ノ
間
ア
リ
」
と
記
持

さ
れ
て
い
ま
す

u

今
か

h

一
一
九
年

J

削
内
訓
査
の
昨
山

で
、
二
、

三
百
年
前
町
全
凹
跡
地
を
文

献
に
記
録
し
て
あ
り
ま
す
が
当
時
は
今
金

町
的
，
山
身
利
別
村
町
形
も
な
い
頃
の
昔

に
英
利
間
的
地
に
大
砂
金
田
が
あ
っ
た

5.': 

262，5 

54 

238.6 

117 .5 

137.7 

52 

177 .8 

164.1 

159.5 

120.5 

146.2 

51 

222.2 

1ωo 
166.2 

124.3 

149.8 

51 

301.1 

186.6 

186.6 

123.7 

154.5 

5C 

194.0 

15.1.7 

169.6 

130.0 

156.7 

が
、
向
分
的
働
き
盛
り
の
頃
(
二
十
i

一一
J
l

合
成
位
向
昨
)
の
体
吊
が
維
持
で

戦

，

pp
 

‘. 訳
で
す
。

こ
の
砂
金
同
町
説
明
会
に
同
行
し
て

見
て
、
今
1
刷
、
立
派
に
形
状
を
と
ど
め

て
い
る
砂
金
掘
り
用
「
水
溜
」
「
水

路
」

「
水
路
用
心
恒
」
喝
を
見
て
い
る

と、

三
、
凶
百
年
削
に
村
部
の
形
を
し

た
、
何
百
U

人
か
の
砂
金
制
り
人
法
的
生

川
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
の
な

い
事
実
で
、
そ
の
後
刊
に
、
制
捌
か
旬
、

東
瀬
棚
へ
分
村
し
‘
そ
し
て
、
判
別
村

に
分
村
、
現
今
令
町
が
聞
け
挫
し
て
よ
り

八
十
凶
年
と
歴
史
は
浅
い
況
で
す
が
、

こ
の
砂
金
遺
跡
を
掘
り
さ
げ
て
い
く
こ

55 

207.8 

55 

229，7 

主要死因死 亡 率 (人口'"万汁)

由脳率中

よそ::I 49 
今金町 21¥4.:< 

官内 223.0

道 南 179.~ 

全 inI 137.4 

全 国 163.(

由悪性新生物

~1 4S 
今金町 17R.9 

廿内 152.4

道 南 l.'¥CI，R

全道 llfi..1 

全 五 17.;>，:;

由心臓病

Pそ!.I4S 

今金町 m.r 

古内 59.~ 

造有 lO~. r

全 inI 88，7 

j 国 R9.R

54 

141. 0 

137.1 

135.7 

54 

86，8 

53 

1i7 .ll 

128.9 

158.1 

132.2 

131.3 

96.2 

96.9 

53 

889 

160.2 

117.1 

91.7 

93.3 

" 233.3 

180，8 

138.8 

124.4 

128.4 

ロ
一
則
市

一
山

一
則
一
川

51 

150.5 

167.9 

143.9 

119.8 

125.3 

51 

215.1 

141.8 

111.6 

88，9 

92.2 

ω 
107.8 

106.8 

139.2 

118.4 

122.6 

5D 

194.0 

154.7 

110.1 

89.7 

89.2 

き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
っ
。

制
州
諜
保
健
係

者
追
悼
式
し
め
や
か
に

終
戦
記
念
日
町
八
月
十
五
日
八
崎
神
社
域
内
に
お
い
て
町
遺
品
援

議
会
主
慌
で
追
悼
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
泣
族
‘
関
係
者
百
名
余
円
参

加
の
う
ち
に
し
め
や
か
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

V金原小学校開校80周年記念式典盛大に幸行/

明治、大正、昭和と地域とともに Jj;んでgOi~'f:i:.
を迎え部落、関係者240名で祝1'l会。

[ 4 ) 

と
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
古
い
時
代
的

良
き
匪
史
が
我
カ
郷
土
今
金
に
も
れ
山

出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ー

い
っ

か
の
機
会
に
、
こ
の
付
金
川
と
悶
係
が

探
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「ク
ン
ヌ
イ
」
で

起
き
た

寸
ン
ャ
ク
ン

ャ
イ
ン
的
乱
」
(
和

人
と
ア
イ
ヌ
内
戦
争
)
に

つ
い
て
も
訓

べ
て
み
た
い
も
の
で
す

U

こ
の
叫
争
で
戦

っ
た一九

i
は
松
前
議

士
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
の

で
、
砂
全
出
川
り
人
述
が
戦

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
次
内
機
会
に

漏
電
な
ど
の
定
期
診
断

人

r
令
地
区
今
年
度
後
期
分
芯
附
を

小
山
内
地
区
で
尖
施
い
た
し
ま
す
の
で

u

頃
五
気
に
閲
し
て
の
不
明
な
ル
ホ
ー
を
出

版
主
〈
お
聞
き
下
さ
い
。

。
調
査
地
区

今
金
地
区
、
神
丘
町

一
部
、
御

μ
の

一
部
で
す
。

@
実
施
期
間

九
月
二
イ
八
日

i
同
三
十
円

。

実

施

者

屯
z
A
保
安
協
会
問
館
支
部
職
以

@

服

装

作
業
服
、
川
了
、
へ
ん
メ
ソ

l

(協

会

7

ク
人
り
)

@
身
骨
証
明
書
同
時
携
帯
し
て
い
ま
す。

@
手
数
料

切
無
料
(間
口
切
干
出
し
、
相
談
半
も
合
も
)
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図書室だより

. 新刊案内.

圃
感
謝
し
ま
す
圃

口
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
預

託
払
い
出
し

マ
棚
柿
相
次
郎
さ
ん
耐
百
か
』
ワ
州
M
M

凶
光
の
単
へ
各
一
万
円
マ
大
企
啓
太

郎
さ
ん
和
町
か
ら
光
町
川
五
へ

一
万
三
千

円
と
小
百
合
保
有
凶
へ
八
千
円
守
山
山

チ
エ
チ
さ
ん
"
型
か
ら
グ
リ
ン
ア
ス
パ

ラ
十
七
い
刊
を
担
舟
聞
ヘ
マ
噛
部
紀
白
さ

ん
自
か
ら
口
舟
凶
へ
紙
お
む
つ
五
包

.
同
ラ
イ
ナ
ー
五
包
マ
足
利
義
明
さ
ん

八城

県
川
間
光
の
盟
へ
弁
二
万
二
千

五
百
円
守
中
山
竹
次
郎
さ
ん

一位一

か
ら

中
山
衣
料
問
」
E

二
点
を
光
町
盟
へ
守
判

別
教
会
(
牧
師
南
条
道
雄
)
か
ら
ジ
ュ

ー
ス
三
」
l
k
併
を
U
H
吋
凶
ヘ
マ
犬
塚
光
却

さ
ん
五
島
)か
ら
州
M
A
闘
へ
7
y
サ

l
ジ

三
時
川
向
車
仕
マ
百
聞
英
俊
さ
ん
l
仰堅

か
ら
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

η

付
資
金
北
金
と
し
て
寸
二
万
円
守
阿
川

ス
ポ

l
ソ
ク
ラ
ブ

(代
表
吉
田
愉
)
か

ら
盟
狩
剛
へ
庭
間
前
婦
に
十
品
二
時
間

五

O
骨
マ
悦
択
自
エ
h
z
v
か
ら
光
町
旦

ヘ

ジ

ュ

ス

一
一
山
守
純
川
縦

e
m
f
さ

ん
FA仰型

か
ら
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
カ

l
制

。
コ
l
ラ
フ
ァ
ン
タ
マ

一
h
良

湖
応
一八書一
か
ら
中
古
雑
誌
二
十
五
附
を

光
町
m
b
ヘ

マ
今
金
町
役
場
職
M
組
A
H

(
代
表
市
原
正
)
か
ら
ジ
ュ

ー
ス
一
闘
を

光
町
削
ヘ

マ
法
務
川
今
世
山
叫
所
民

ゐ

巳
か

句
缶
ジ
ュ

ー
ス
ニ
南
を
光
町
旦
ヘ

マ
今
金
屯
相
屯
ぷ
川
以
伊
雌
利
雄
さ
ん

か
句
缶
ジ
ュ
ー
ス
二
回

コ

l
ラ
二
函

を
光
町
川
正
ヘ
マ
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
(
代
表
昆
加
道
雄
)
か
ら
缶
ン
ユ
ー

ス
五
闘
を
光
町
盟
へ
マ
北
柏
山
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ヅ
(
代
表
藤
江
和
維
)
か
ら

ジ

ュ

ー

ス

お

山首
チ
を
允
向
型
ヘ
マ
今

金
婦
人
全

(代
表
生
血
き
よ
え
)
か
ら

ジ
ュ
ス
一
尚
を
光
町
盟
ヘ
マ
今
金
町

汀
年
団
体
連
絡
協
議
会
(
代
表
渡
辺
教

脚
)
か
ら
フ

ァ
ン

タ
l
一
一
山
を
光
町
出

ヘ
マ
今
金
は
く
さ
ん
か
ら
ジ
ヰ

l
ス一

闘
を
光
向
型
ヘ
マ
諜
山
誠

一
さ
ん
王
町
-

か
ら
バ
ナ
ナ

一
函
を
光
町
単
ヘ
マ
今
金

y
パ
メ
石
油
か
ら
缶
ジ
ュ
ー
ス
ニ
函
を

北
の
里

ヘ
マ
外
崎
鮮
魚
苗
m
置
か
ら
ス

千人踊りパレード

イ
カ
一
同
を
光
の
唱
ヘ
マ
杉
山
川
県
H
m

山町一
か
句
ス
イ
カ
一
函
を
光
町
里
ヘ
マ
外

語
鮮
仙
山
舟
怖
か
ら
何
ジ
ュ
ー
ス

一一
向

を
光
の
単
ヘ
マ
由
法
食
堂

一酔一

か
り
ジ

ュ

ス

ニ

耐
を
光
町
屯
ヘ

マ
削
川
山
口
川
山

鹿

Zmv
か
ら
ヒ
ー
ル
一
打
を
光
町
旦
へ

守
山
川
良
存
院
内
聞
か
句
何
ジ
ュ
ー
ス

-一函
を
光
町
型
ヘ

マ
住
吉
商
杭

(畑町巴

か

均
飢
ジ
ュ
ー
ス
間
耐
を
光
町
引
い
ヘ
マ
梅

本
設
備
r
A
耳
}
か

ら

ジ

ュ

ス

一
函
を
光

の
虫
ヘ
マ
沢
川
町
八
聞
か
ら
サ
イ
ダ
ー

一
面
を
光
同
盟
へ
甲
小
西
ゾ
ノ
さ
ん

一会

町
か

ら
知
ジ

ュ
ー
ス

三
副
を
光
的
見

守
村
上
源
太
郎
き
ん

一停止

か
句
ジ
ュ
ー

ス
一
凶
を
光
町
叩
へ
マ
M
M
P
却
さ
ん

{A仰町
一か
ら
コ

l
ラ
一
両
を
光
町
盟
へ

V

雌
山
忠
さ
ん
訴
か
ら
サ
イ
ダ
ー
ニ
耐

を
光
の
盟
ヘ
マ
純
同
信
古
さ
ん
宿
泊
か

ら
フ
ァ
ン
タ
!
一
一
山
を
光
町
出
へ
守
山

崎
ト
メ
さ
ん
一島
町
一
か
ら
珍
味
一
一
由
を
光

町
盟
ヘ
マ
金
沢
悦
三
郎
さ
ん
軒
目
か
ら

カ
ル
ピ
ス
二
両
を
光
向
型
へ

V
日
航
与

さ
ん

-お
と
か
ら
ク

y
キ

l
一
折
を
光
同

盟
へ
マ
今
壷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
代

-普察官募揖

あなたの 「希望」 を揃た L

てくれる刷業それが警烈'!'¥で

す.受験される方は最寄りの

警務特におこ し下さい。

@受験資格

18融 -28歳男子 (28年 4

)") 2日比-39年 4月 l日

生)

@J;t験の方法

教義試験A、B、適性試験。

@身体樟登基準

身長160cm以上、体重47kg

以上、胸間78cm以上、組力岡

山とも保1111悦力が0.6以上.

傑肌視力0.1以上で矯正悦力

1.0以上応力完全て'あるこ

と、色党完全である こと。

点
M
」
加
道
雄
)
か
ιη

メ
ダ
ル
ニ
ト
三
例

タ
オ
ル
二
十
三
位
を
光
町
旦
へ
マ
北
出

道
新
聞
制
か
ら
メ
モ
帳
五

O
附
を
光
の

単
ヘ
マ
八
千
代
戸田
町
占
か
ら
丁
千
安
全
力

ミ
ソ
リ
を
光
町
中
一
へ
守
ク
リ
キ
時
引
山

扇町一

か
ら
風
船
を
光
町
虫
ヘ
マ
今
金
笹

H
4
R
品
川
山
所
職

μ
一
一
川
か
ら
ミ
y
キ

l

鉛
筆
七
回
を
光
町
盟
ヘ
マ
児
玉
7
キ
干

さ
ん
事
加
か
ら

一
刀
問
を
兆
円
削
h
u
ヘ
マ

山
水
J
h
子
さ
ん

E
品
か
ら
五
千
円
を
光

町
叩
ヘ
マ
仲
町
山
川
ム
H
m
部
会
(
代
お
大

谷
治
的
)
か

句
一
万
円
を
光
町
盟
へ

7

A
F
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

{
代
或
M
加

道
)
か
ら
一
力
七
千
問
を
光
同
盟
へ

v

h
k
雌
M
阻
害
ん
甘
か

2
ニ
千
円
を
光
向

型
へ
マ
竹
内
正
夫
さ
ん
一
品
町
か
ら
三
千

円
を
光
町
虫

へ
マ
松
永
ン
ナ
さ
ん
品

か
ら
三
千
円
を
光
同
盟
へ
守
山
北
紀
義

さ
ん
車
町
か
均
三
下
内
を
光
町
叩
ヘ

マ

熊
谷
れ

一
さ
ん
昨
一

か
ら
三
千
円
を
光

町
叩
へ
マ
一
耐
山
川
松
さ
ん
H
r
町
か
ら
二

万
円
を
光
町
出
ヘ
マ
岸
地
4
4
崎
さ
ん

↑山

師
聞
か
ら
五
千
問
を
光
向
車
ヘ
マ
竹
内
礼

子
さ
ん

【一Z-
か
ら
三
洋
円
を
光
町
旦
へ

.9月分休日当番医

9月6日今金町国保 嗣院

② o 2 2 1 
北楠 山町平医院

④ 5 0 1 1 

瀬 棚町 柑崎医院

④ 3 0 2 2 

北柑山町国保荊院

④ 5 3 2 1 

i頼棚町楠崎医院

④ 3 0 2 2 

今金町 M 回 医院

② o 3 2 4 

13日

15日

20日

23日

27日

hF
別
泊
同
国
典
師
惨
川
油
開
将
全

一
=
同
日
平
職
附
円
蹴
升
チ
口
凪

=
相
笠
引
色
之

=
肝
訣
ン
山
内
、
A
L
出
空
合
か

=
拙
hv
か

凹

勢

プ

ル

理

科

=
=
が
て
ウ
美
保
hv
と
い

し

久
hv
ん
北
北
昨
三
子

=
英
太
中
学
ウ
子
hv
E
生
内
一
一
一
位
樋
hv
怯

E
上一
一
匹
昨
を
夫
hF
ソ
青
竹
hv
て
hv
大
一
一
い
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